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レドックスフロー電池の原理・特長 レドックスフロー電池の商品ラインナップ

原　理

充電残量の正確な把握が可能

構　成

安　全
	起電力を直接測定可能であるため、充放
電中の充電残量をリアルタイムで把握可能

	不燃、難燃材料で構成

コンテナ型　レドックスフロー電池

ラインナップ

システム配置例

1モジュール仕様 出力 容量 外形

３時間タイプ AC250kW AC750kWh 6.1m×4.9m×6m

４．５時間タイプ AC250kW AC1,125kWh 9.1m×4.9m×6m

６時間タイプ AC250kW AC1,500kWh 12.2m×4.9m×6m

	500kW×３時間（1,500kW）タイプ

長寿命
	充放電反応は電解液中のバナジウムイ
オンの価数変化のみで電極の溶解・析
出を伴わないため、劣化が少なく長寿命
で充放電回数無制限。また電解液は劣
化が無く半永久的に利用可能

	コスト低減
	 コンテナ化により輸送コスト、現地施工コストを低減

	フットプリント低減
	 		正・負極の電解液タンクコンテナを下層に、電池盤

コンテナを上層に二段積みにし、フットプリント低減

	複数ラインナップ
	 		電解液タンクコンテナの大きさを選択することで

必要な蓄電容量のシステムを選択可能

参考

出力 容量 設置面積

1MW 3MWh 15m×17m

1MW 4.5MWh 21m×17m

1MW 6MWh 27m×17m

10MW 30MWk 85m×27m

10MW 45MWh 103m×27m

10MW 60MWh 131m×27m

	電解液：硫酸バナジウム水溶液
　・不燃性
　・正負の電解液が混合しても発火しない

	セルスタック、配管：塩化ビニール
　・難燃性（着火温度：４５５℃）
　・空気中では自己消化性

不規則な充放電時の残留管理が容易 火災の可能性が極めて低い

充放電サイクルに対して極めて強い

レドックス	：活物質の還元、酸化
フロー	 ：		活物質を含む電解液を外部タンクに

貯蔵しポンプで循環

3時間
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タイプ 6時間
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	納　入　先：	UNIDO／MASEN様
	設備規模：	出力125kW、
	 　　　　 	容量500kWh
	用　　途：	マイクログリッド実証、
	 　　　　 	太陽光発電出力の平滑化　　　
	設備稼働：	2019年7月
	設置場所：	モロッコ・ワルザザート

	納　入　先：	John	Cockerill（JC）社様
	設備規模：	出力500kW、容量1700kWh
	用　　途：	マイクログリッド、太陽光発電出力の平滑化、ピークカット、デマンドレスポンス
	設備稼働：	2019年9月
	設置場所：	ベルギー・スラン

北海道電力㈱様との共同事業（経済産業省　大型蓄電システム緊急実証事業）

米加州における蓄電池の送・配電併用運転実証事業（NEDO事業）

	納　入　先：	北海道電力株式会社様
	設備規模：	出力１５ＭＷ、容量６０ＭＷｈ
	実証項目：			短周期変動抑制制御（ガバ

ナフリー相当制御、負荷周
波数制御、風力・太陽光発電
の変動補償制御）、動抑制
制御、下げ代不足対策運転

	実証期間：	2013年〜2018年度
	 	 		実証期間が終了し、現在実

運用中
	設置場所：	北海道電力㈱南早来変電所

	納　入　先：	米国カリフォルニア州の電力・
	 	 ガス会社様
	設備規模：	出力２ＭＷ、容量８ＭＷｈ
	実証項目：		ＲＦ電池の複合運転（周波数調

整、余剰電力対応、下げ代対
応）の実証よる経済性の極大化

	実証期間：	2015年〜2020年度
	設置場所：	米国カリフォルニア州
	 	 サンディエゴ
	ＵＬ安全認証を取得
	米国カリフォルニア州独立系統用機関
（CAISO）の電力卸売市場（エネルギー／
アンシラリーサービス）へ参入（18年12月）

レドックスフロー電池の導入例①
（系統用蓄電池）

レドックスフロー電池の導入例②

1F：タンク、ポンプ、交直変換装置

2F：セルスタック、熱交換器

UNIDOモロッコプロジェクト

John Cockerill（JC）社プロジェクト

①マイクログリッド実証

②太陽光発電出力の
　平滑化	
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	納　入　先：	株式会社大林組様
	設備規模：	出力500kW、
	 　　　　 	容量３ＭＷｈ
	用　　途：	負荷平準化、
	 　　　　 	非常用電源
	設備稼働：	2015年1月
	設備場所：	東京都　

	納　入　先：	台湾電力総合研究所様
	設備規模：	出力１２５ｋＷ、容量７５０ｋＷｈ
	用　　途：	マイクログリッド、　　　　
　　 	 再エネ発電標準化、
　　　　 	 電力コスト最小化、　　　
　 	 デマンドレスポンス、
　　　　 	 自立運転
	設備稼働：	2017年2月
	設備場所：	台湾・台北

レドックスフロー電池の導入例③

㈱大林組様プロジェクト バーチャルパワープラントシステム

電力需給バランスの調整力としてEVの活用台湾電力総合研究所様プロジェクト

	需要家の機器（エネルギーリソース）を束ね、仮想発電所として一括制御し、需要を抑制、
創出することで、従来の電源に変わる系統調整力として活用。従来の大規模集中、単方向
の需給制御から小規模分散電源、双方向の需給制御へ。

	点在するEV／ＰＨＶをIoT化して一括制御することにより、太陽光発電などの再生可能エ
ネルギーの調整力としてEV／ＰＨＶを活用。
	テレマティクスサーバと連携し、ＥＶ／
ＰＨＶの充電状況を確認しながら、
充電制御に最適な車を選択。
	スマホで入力したＥＶ／ＰＨＶの運転
計画に基づき、充電を遠隔制御、
乗車時の充電不足の心配不要。

VPP（バーチャルパワープラント）

マイクロコンバインド発電システム
レドックスフロー電池
500kW×6h（3MWh）

太陽光
10kW

太陽光
50kW

太陽光
30kW

①ダイナミックス実験棟

②環境工学
　実験棟

③電磁環境
　実験棟

④大林道路
　技研

⑤火災工学
　実験棟

⑥構　造
　実験棟

⑦材料化学
　実験棟

⑧本館テクノステーション ⑨オープンラボ１ ⑩オープンラボ２

太陽光
約150kW

太陽光
約250kW

太陽光
約300kW

太陽光
30kW

ガスエンジン発電機
200kW×2（都市ガス）

凡 例

系統連系回路

デモンストレーション
システム

エネルギー
見える化システム

展示ギャラリー

電気室

東京電力

電力

通信・制御

マルチメータ
（電力の計測・計量）

太陽光発電　計：約820kW

排熱利用

充電・放電電力 発電電力

バイナリータービン発電機
57kW×1

研究所内系統 デモ室EMS
（監視・制御）

受電
設備

電力通信・制御

レドックスフロー電池
125kW×6h（750kW）

太陽光
150kW

負荷
150kW

発電機
50kW

風力発電機
10kW EV/PHV 102台（2018年度）



住友電気工業株式会社
エネルギーシステム事業開発部

東京：TEL（03）6406-2798　FAX（03）6406-4088　　大阪：TEL（06）6466-5590　FAX（06）6466-7964

2020年2月


